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ドラマ トゥル ギーの若干 の問題
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1劇 構 成
戯 曲r小 市 民』におけ るベ ッセ ミョーノフ家の人 び との小市民的 《精神 の
構成》 は,戯 曲の劇構成 の中で,独 特 な音調を帯びて,重 苦 しく灰色 の雰 囲
気をか も しだす独 自の 《音楽的》旋律を奏で るもの とな っている。
舞 台は一 「富裕 な小市民 の家の一室」。 舞台装置 は全四幕を通 じて 変わ
ることが ない。隣 りの小部屋を区切 ってい る木製 アーチ,そ れにかか る斑色
の カーテ ン,重 厚で大 きい衣裳箪笥,衣 裳箱,食 器棚,食 卓,茶 器,ソ フ
ァ,課 椅子,ピ ア ノ,熱 帯産蔦科の常緑樹,花 瓶,白 タイル張 りの暖炉,そ
の他 の調度 品…… ウ ィーン風 曲木細工 の椅子数脚が 「むかつ くほ ど几帳面
に並べ られ てい る」,そ して 旧式の壁時計 の 「満月 の ような,大 きい振子が
ガ ラスの 奥でゆ っ くり動 いていて,室 内が静か なときには,ダ 。ター ク,
くの
ダ ・タークと,冷 淡な音が聞えて くる。」
この ような舞台装置の中で 『小市民』の ドラマが展開され るのだが,全 四
幕のそれぞれが,あ たかもその中で進行する諸事件を一括 して縁取 りするか
の ように,幕 開けと幕切れにおいて同質の,相 互に関連する 《音楽的》旋律
に よって強調されている。
*本 稿 は,本 誌 第48輯 お よび 第50輯 所 収 の 拙 稿 「劇 作 家 ゴー リキ イ の 出発 」,
「戯 曲 『小 市 民 』 に お け る 《葛 藤 》 につ い て 」 を 前 提 と して い る.
(1)M.ropbKH茸.noJIHoeco6paHMecoqHHeHH益.XYJko>KecTBeHHHenpoM3・
BeAeHHHB25ToMax.M、.,H3A.《HayKa》,1968-,ToM7,c.3.(戯曲 『小
市 民 』 の テ キ ス トは 本 書 に 拠 った.以 下,同 書 よ りの引 用 は,当 該 箇 所 の ペ ー ジ
を 引用 文 の あ とに 付 記 す る.)'
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第一幕 は秋 のたそがれ。室 内は薄 くらが り。 タチ ヤーナ ・ベ ッセ ミョーノ
ヴ ァが媒椅子 になかば横たわ り,小 説 を朗読 してい る。朗読 を中断 して,彼
女 は小説の世界 と実生活の比較 を始め る。彼女 の言葉 か らひびいて くるのは
幻滅,倦 怠,精 神的空虚感 …… そ して この幕 は,若 い人 たちが騒音,歌,
笑い声 とともに二階へ立ち去 ったあ と,結 びの ト書 きに よって閉 じられ る,
一 「……部屋 は数秒間空虚,や が て老人 たちの部屋の扉 が開いて,ア ク リ
ーナ ・イ ヴァーノヴナが 出てきて,あ くびを しなが らランプを消す。 自室で
詩篇 を単調に読 む老人 の声 が聞え る。闇の中で椅子に突 き当た りなが ら,老
婆 は 自分 の部屋 に帰 って行 く。」
第二幕の初めでは,第 一 幕の最後 の 「詩篇 を単調 に読 む老人 の声」 とい う
《音楽的》旋律を直接 に引き継いで,ベ ッセ ミョー ノブ老人が ピ ョー トル と
タチヤーナに,ま った く同 じ単調 なお説教 を始 める。 この幕 の最後は,第 一・
幕 の幕切れ と同一 の性格を もって結ばれ る,一 ニールが 「立ち聞 き してい
た のか?覗 き見を していたのか?え え 一い,き み とい う人 は!… …」 と
い う侮蔑 的な言葉を タチヤーナに投げつけて 立ち去 ったあ と,「 タチヤーナ
は石に化 した よ うに,微 動 もせずに立 っている。 ニールが 出て行 って,扉 は
開け放 され た まま。 部屋の中に老人 の厳 しい叫 び声が聞えて くる。 《ステパ
ニーダ!誰 だ,石 炭 を こぼ したのは?拾 ってお くん じゃ!》……」
第三幕 もまた第二幕の終わ りを 《音楽 的》に継続す るものである。 ア ク リ
ーナ ・イヴ ァーノヴナが賄方 の女中 ステパ ニ ・ーダに検 約 の説 教 を垂 れ て ,シ
チ ューをいか に油濃 く見せ るべ きかを教 えている。 この幕 を閉 じるのは,エ
レーナ ・クリフツォー ヴァが ピ ョー トルを階上 の 自室へ連れ去 る とき,舞 台
裏か ら聞えて くるタチヤ ーナのかすれた坤 き声 一 「レーナ!… … レーナ
!… …」
第 四幕は,ふ たたび夕暮れ,緑 椅子 に横たわ るタチヤーナの台詞に よって
開け られ る。 ここでは第一幕に おけ る疲労 と哀愁の調子が さらに強め られ,
タチヤ ーナの声 はほ とん ど陣き声 に近 い。そ してこの幕 の最後,そ れ は戯 曲
全体 のフ ィナ ーレで もあ るのだが,こ こでは ニール と ポ ー リャが この家に
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挟別を宣言 して立ち去ったあと,エ レーナはピョー トルを 自分の部屋に連れ
去 り,ベ ッセ ミョーノフの老夫婦 も自室に引き取 り,つづいてチ ェーチ=レ
フ,ペ ルチーヒンも去って行 く。舞台にはタチヤーナだけがひとり取 り残さ
れた,一 彼女が戯曲の最初の幕を開け,彼 女に よって戯曲は終え られる。
「タチヤーナは,ゆ っくりと躰を曲げなが ら,ピ アノの鍵盤の上に肘をつ く。
部屋の中にた くさんの弦がかき鳴 らす大きな不協和音がひびきわた り,やが
て一…一消えてゆ く。」
ゴー リキイ劇の構成が,多 くの点でチ ェーホフ劇にきわめて近い要素のあ
る ことを指摘するのは,さ して困難ではあるまい。概 して,チ ェーホフの一
連の戯曲お よびそれ らのモス クワ芸術座に よる上演が 『小市民』の作者に強
い刺激と大 きな影響を与えたことは,否 定 しえない事実であった。 しか し,
《たそがれの時代》の精神の延長 ともい うべき 知識人社会の沈滞 した 生活を
描出するために 創 られた チ ェーホフ的劇形式を,ゴ ー リキイが 単に借用 し
て,こ れを生活の変革を映 し出す戯曲の中に適用 したにす ぎないと考えるな
らば,そ れは誤 りであろう。チ ェーホフにおいては,小 市民的 日常性の内面
的空疎が,飛 翔のない生活の悲劇性が個々のデテールによって強調され るの
に対 し,ゴ ー リキイにおいては,そ れは 登場人物それぞれの 生き方の対照
を,対 立する社会的勢力の非妥協的敵意を,生 活内部にすでに始動 した変革
の真底を強調す るものであった。
『小市民』についてのチ ェーホフの次の指摘は興味ぶかい。彼はこの戯曲
について全般的には 一一 「この戯曲の 中には 新 しいものはなにもない,し
(2)
か し,こ れ はす ぐれた 戯 曲です」(1901年10月19日,ミロ リューボフ宛書
簡),「非常 にいい もので,ゴ ー リキイ風に書かれ,独 創的で,非 常にお も し
(3)
ろい」(同 じ く10月22日,ゴ ー リキイ宛書簡)と 述べ て,高 く評価 したの
であるが,戯 曲の構成 につ いては一rr小 市民』の終幕 を読んだ。 読んで
(2)A.n.qexoB.Co6paHHecoyHHeHHtiBl2ToMax.M。,《Xy双.nMT.》,1964,
TOM12,c.429.
(3)TaM)Ke.c.417.
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はみたが,わ か らない。結末は気に入 ったけれ ど,た だ,こ れは終幕の結末
ではな くて,第 一幕か第二幕の結末だ。終幕のためにはなにか別のものを考
え出す必要があるだろう」,「第四幕は私には気に入 らない。あれを第一幕に
(4)
す る必要 がある。第 三幕 を第 四幕にね。そ うすれば均衡が とれ る。」(同 じく
12月13日,オ リガ ・クニ ッペル=チ ェーホ ヴ ァ宛書簡)と い う注文を付 け
てい る。
チ ェーホ フは第三幕を終幕 に,第 四幕を第一幕 にすべ きだ と主張 し,そ し
て ゴー リキイは,こ うしたチ ェーホフの見解 を直接 聞 く機会 を持 ったに もか
かわ らず,あ えて先輩 作家の助言 には従わなか った。 この点に劇作家 と して
の二人の相違が あるばか りでな く,人 間 と して,文 学者 と しての相違 も顕 著
に見 られ るのであ る。 チ ェーホ フは,作 中人物の運命に 対 して 作者が 《判
決》を くだす ことを 極度に嫌 った。 《判決》 は読者 ・観客が くだす のであ っ
て,作 者は問題 を正 しく 《提示 》すればいい,と 彼 は考え ていた。 したが っ
て 『か もめ』や 『ヴ ァーニ ャ伯父 さん』 の よ うな,舞 台に銃声 がひび く劇に
おいてさえ,登 場人物 の多 くの 運命 は未定形 のままに 取 り残 され る。 つ ま
り,幕 外につづ く彼 らの運命 の道 は一本でな く,読 者 ・観客にはそれぞれに
自分 の世界観 ・人生観に照 ら して解決 を選 択 しうる余地が残 され る。幕切れ
に 《静かな,も の うい気分 》をそ こはか とな くただ よわす チ ェーホフ的 リリ
シズ ムは,選 択 の余地 を残す この 《ふ くらみ》に大 き くかかわ ってい る。だ
か らこそチ ェーホ フは,登 場人物たちに対す る作者の最終判決が 明確 なかた
ちで押 し出 され る第 四幕 よ りも,人 び とが運命 の岐路にあ って,ま だ幾通 り
か の発展の可能性 を秘め てい る第三幕 のほ うがr小 市民』 の結末 と してふ さ
わ しいと考 えた ので ある。 しか し,ゴ ー リキイはそ うした 《ふ くらみ》 をあ
えて切 り捨 てる方法 を とった。
す でに見た ように,r小 市民』 の各幕 の始 め と終わ りには 小市民的沈滞 の
ベ ッセ ミョー ノフー家 の メロデ ィがひび く。そ して各幕 の内部では,こ の メ
(4)M.ropbKH曲HA.し{exoB.nepenHcKa,cTaTbH,BblcKa3blBaHHH・ハへ・・JI・,
roc刀HTH3双aT,1951,c.191.
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ロデ ィに敵対す るモチ ーヴが繰 り返 し現 われ,一 一幕 よ り二幕,二 幕 よ り三 幕
と次第に高鳴 りなが ら,つ いにはべ ッセ ミョーノフの メ ロデ ィを決定 的に引
き裂 く。 フ ィナー レには 《不協和 音》がひびきわた り,そ の余韻 の うちに幕
が下 りる。それは登場人物 のすべ てが,好 む と好 まざ るとにかかわ らず,全
幕 を とお して の 自らの発言 と行動 とに よって,自 らの責任に おい てそれ ぞれ
に選択 した運命 を意味す る 《不協和音》で もあ る。序幕 においてはい まだ顕
在的 な葛藤 には至 らなか った諸矛盾 が,終 幕に見 られ る決裂,敵 対 的矛盾に
発展 しつつ,演 劇的時間 の枠を越 えて 未来 へ と 突 き進 んでゆ く。 調和へ の
後戻 りの道はすでにないのだ。演 劇的時間 と しての 《現在》 の中に,す でに
《未来》を先取 りして しま うところに ゴー リキイ劇 の本領 があ るのであ って,
この点に状況に対す るチ ェーホ フの一般的 ・抽 象的なアプ ローチには っき り
と対置 され るゴー リキイの具体 的 ・歴史的 なアプ ローチの特性が示 し出 され
ている。
2登 場人物 の 《周期律》
ベ ッセ ミゴ 。ノフの主旋律を さまざまなかたちでかき乱 す 《不協和 音》は,
それ 自体 と して多様 な音程 を有す る。
ソ連の研究者 べ ・ア ・ビャー リクは,戯 曲における小市民根性 に対す る敵
対者 たちを分析 しなが ら,そ の敵意 の度合いを 《メンデ レーキ フの周期律》
になぞ らえ,次 の よ うに述べ てい る。 「……そ こではほ とん ど空白が な く,
ほ とん どそれ ぞれ の 《原子量 》が ここにその代表者 を有す る。 小市民性に対
す る敵意の精神構成 と しての この周期律の中で,原 子量 の 増大は 次の順序
で強 まる。 エ レーナー→ ペ ルチ ーヒン →ー チ ェーチ ェレフー→ ツ ヴ ェタ ー エ
ヴ ァー →シーシキ ンー→ポLリ ャ →ー ニ ール。 この場 合,《 原 子 量 》 と して
考慮 され るのは,小 市民性 に対す る憎悪の力だけで はな く(こ の感情 の力で
は,た とえば チ ゴ チー ェ レフに匹 敵 す る ものは 少 ない),小 市民性 に とって,
そ の 《秩序》 に とっての この人物た ち一人 ひ と りの リアルな危険度であ る1
この周期 律に対 しては,こ れがr小 市民』以降,ゴ ー リキイの最 も愛す る方
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法の一 つであ り,ゴ ー リキイ ・ドラマ トゥルギ ーの独 自性が特 に明瞭に現 わ
れ てい る方法の一 つである ことを,さ らに一層 の注意を こめて視 る必要 があ
(5)
る。」
まず初 めにエ レーナ ・ク リフツォーヴァか ら見 てみ よ う。 エ レーナは,小
市民 の思想に積極的 に対抗す る理念 の担い手 とい うわけではない。一一般に,
彼女 のもとには なん らかの理念や教義を種 ま く能力が欠けてい る。 にもかか
わ らず ゴー リキイは,「私 の愛す る者たち」を数え上げなが ら,そ の中に 「そ
れに エ レーナ さえ」 と条件付 きではあるにせ よ,彼 女 を も含め ていた。それ
は彼女が,タ チヤ ーナ や ピ ョー トル と違 って,《典型的小市民》ベ ッセ ミョ
ー ノフ老人の 《精神 の構成》を言葉 ではな く,事 実 に よって その性格 の
全存在 に よって拒 否 してい るか らだ。 た しかに彼女の拒否 は独特に 自己流で
もあるのだが,理 性 に よってではな く,本 能に よって,自 分 の周 囲の生活 の
すべ てを 「喜 びに沸 きたち,笑 声の渦巻 く」 ものに変え よ うと希求す る。彼
女は死人 に対 して さえ,彼 を 「笑 わせ陽気に させ るのを栄誉 ある仕事 とここ
ろえ,も し死人 が抵抗す るな ら,そ のために は死人 とい っ しょに棺 のなかに
くの
殊 る 」 こ と も辞 さ な い 。 こ の よ うな 本 能 的 生 活 歓 喜 が タ チ ヤ ー ナ や ピ ョー ト
ル 型 の 力 の な い,魂 を 荒 廃 させ る 退 嬰 的 分 別 に は る か に 優 越 す る こ と を ゴ ー
リキ イ は 示 して い る。 しか し,ゴ ー リキ イ は,彼 女 の 欠 点 も ま た,行 動 の 基
軸 が も っぼ ら本 能 に お か れ て い る と こ ろ に 見 て い る。 エ レ ー ナ は べ ッセ ミ ョ
ー ノ フ老 人 と 向 か い 合 う と き ,度 を 失 い,精 彩 を 欠 く。 彼 女 は こ の 老 人 の 前
に 対 置 す べ き 倫 理 も論 理 も持 っ て い な い 。 さ らに また 自分 の 行 為 自体 に つ い
て も十 分 な 理 解 を も っ て い る と は 言 い が た い 一 た とえ ば ピ ョ ー トル に 対 す
る 関 係 に お い て 。 エ レ ー ナ の そ ば に は つ ね に,正 し く感 じ る ば か りで な く,
正 し く思 考 す る人 間 が 必 要 な の だ 。 さ も な くば,彼 女 の 明 る い,太 陽 の ご と
(5)B。B∬.πHK.1>1.ropbKH鰍一ApaMaTypr.IM・,CoBeTcKH藍nHcaTenb,1962,
c.31.
'(6)1>t,ropbKH釣.Co6paHHecoqHHeHHthB30ToMax.1>t,,rocnHTH3AaT,
1949-1955,ToM28,c.220.邦訳:松 本忠司編訳 『ゴー リキイ交芸書 簡1』,光
和堂,1973年,107ペー ジ.(以下,同 著作集 はCo6.coq.と略記す る.)
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きエネルギ ーはつ ま らぬ もののために失われ て しま うだ ろ う。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
「ペルチーヒソとエレーナは一 血のつながる人びとです。二人は偽善的
に賢ぶ らないで生活 し,生活過程そのものの中に意味も喜悦 も発見すること
ができるのです。二人は本能的に,悪 いものよりは良いものへと近づ く傾向
(7)
を もちます」 と,ゴ ー リキイは指摘 した。ペ ルチー ヒンは,小 市民的生活の
否定 の中に民衆の英知 を,民 衆 のユーモアを持 ち こむ。彼は この世界 の臭気
に耐 えることがで きない。 「わ しの倖 せは逃げ る とい うことさ」 と,彼 は語
る。 もちろん,《逃げ る》 とい うことは闘 いではない。 彼には闘いの能力は
ない。彼はその ことを知 ってい るゆえに,娘 のポ ー リャが ニール とともに,
自分た ちとい っ しょに暮 らそ うと誘 うとき,彼 らと同 じ道 に立 っことを断わ
るので ある。 「……わ しはおまえたち とい っ しょになるのはいやだ よ……
わ しには向かん…… わ しはわ し自身 ……わ しは 自分ひ と りなの さ…… わ
しの仕事は清 らかな もんだ よ……」(97)ペルチ ーヒンに とっては,小 市民の
生活 は息苦 しく,生 活更新 の闘いはわず らわ しく,な じみがたい。彼には現
実逃避 の道 しかない。 だが,青 年 ピョー トルが精神的にす でに老 い さらばえ
ているのに くらべ,ペ ルチー ヒンの本質的に詩的 な 自然感覚 のなん と若わか
しい ことか。
ペ ルチー ヒンが 「賢ぶ らないで」生 きる ことでエ レーナ と 「血 のつなが る」
関係を もつ とすれば,賢 ぶ る ことをため らわ ない チ=一 チ ェレフに彼を結び
つけ るのは 《逃避》 の志 向であ ろ う。 二人 は ともに 「われ は一 われ一人」
とい う綱領を掲げて,現 実生活か らの逃走 を志 向す るのであ る。 チ ェーチ ェ
レフは言 う,一 「おれは被告 の身内で もない し……原告 の連 中 とも血 縁は
ない。 おれ は おれ 自身 さ。 おれ は 犯罪 の物 的証拠 なんだ!生 活 は
台 な しに された!こ いつはいや った らしく縫 い上げ られ てい る…… まと
もな人間の背丈 に合 うよ うには,こ の生活は作 られ と らんのだ,お れの言 う
とお りさ。 小市民が生活を縮 め,短 くし,狭 苦 しくした…… そ こで このお
れ は,人 間に とって生 きる場 がな く,生 きる方法 もなけ りゃ目的 もない とい
(7)TaM)Ke.邦訳:前掲書,106-107ぺ一ジ.
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うことの物的証拠 なの さ……」(51)
しか し,ペ ルチ ー ヒンとチ ェーチ ェレフは 《小市民性》への対応 の仕方 で
は極端に異な る。前者 は陽,後 者は陰の具象で もあ る。ペルチ ー ヒンがベ ッ
セ ミョーノフの世界 の人 び とについて,「 わ しにはあんた らみ んなが 哀れだ
よ」 と言 うとき,チ ェーチ ェレフは 「おれ は憐れむ ことなんてで きん」 と突
き放す。彼 の原則的態度 は,悪 に対 しては善に よってではな く,悪 の百層倍
に よって報いなければ な らぬ とい うものであ る。 だが両者 はともに,《 小市
民性》か ら離れ ようと願 いつつ も,そ れに代 わ るべ き生活を地上 に樹 立す る
展望 を開 くことがで きない。戯 曲の終幕近 くで交わ され る次の対話 は,チ ェ
ーチ ェレフに おけ る 《小市民性》否定の力の限界 とそ の無展望 を よく示 して
い る。
ベ ッセ ミョー ノブ な るほ ど …・・お まえ はそ う言 っとる ・…・お まえはいつ も恰好 の
いい ことを 言 う!だ が,腹 の中 じゃ どうなん じゃい?い や,わ しは おまえの
言 うことは信 じやせんぞ!い ず れにせ よ,部 屋を出 て も らお う!た くさん じ
ゃわ い ・・… わ しはお まえた ちに辛 抱 してきた一 十分 にな!そ して,お まえ も
また ・…・ここで た っぷ りと吹 きこんで くれた …・・わ しの害 にな ることをな ・…
チ ェーチ ェレフ ああ,も しもおれだ った らな あ!だ が,ち が うんだ,そ うじゃ
ない.お れ ではない …・・(立ち去 る。)(105)
これが 戯曲におけ る彼の最後の台詞である。 彼はほかの誰 よりも激 しく
《小市民性》を憎悪 していなが ら,こ れに決定的な打撃を与 え,こ れを破壊
しつ くす力となるのは自分でないことを知 っている。彼 自身は,新 しい生活
創造 の闘いに参加するためには,す でにあま りにも内的に破壊 されている。
　 　 　 　 　 　 　
ここに彼の悲劇性があ る。 ゴー リキイの指摘 に よれ ば,「 チ ェーチ ェレフは
一 英雄た らん と欲 したが ,し か し生活が彼 を うち 負か し,圧 しつぶ した。
(8)
そ して彼はそのために 生活 を憎んでい る。」彼が ニールたちに 期待 を寄せ る
のは,こ の人 たちが彼 を小市民的生活 の束 縛か ら解 き放 つであろ うとい うこ
とでな く,こ の生活機構 に よって生み落 とされた もろもろの 《犯罪 の物的証
(8)TaM》Ke.ToM28,c.219.邦訳:前 掲書,106ペー ジ.
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拠》 にほか な らない彼 自身 を,生 活機構 もろ ともに粉砕す るで あろ うとい う
ことに よる。
ゴー リキイが 《小市民性》に対す る敵意 の 《周期律》の中で,一 方にエ レ
ーナ,ペ ルチ ー ヒン,チ ェーチ ェレフを,他 方に ポー リャ,ニ ールを配 しつ
つ,そ の中間に ツ ヴェターエ ヴ ァや シーシキンの ような民主主義的 インテ リ
ゲンツ イヤを登場 させている ことは注 目に値す る。 この二人は ともに まだ思
想的に未熟であ る し,彼 らに与え られた使命 を十分に果た しうるだけの力量
を 身 につけ ている とは 言いがた い。 しか し,ピ ョー トル型 の知識 人たちが
《個性 の尊重》 にか こつけて 変節 と退廃に よって 世界 を汚染 してゆ くとき,
この人 たちは これ に対抗 して,世 界 を浄化 し,未 来のため の土壌を耕 しなが
ら,民 衆 との結合の うちに 自己を鍛えてゆ く。彼 らもまたそ の出身か ら言 う
な ら,小 市民 と呼ばれ る階層に育 ってきた。戯 曲の中では,大 学生 シーシキ
ンが ピ ョー トルの世話 に よって家庭 教師 の職 を得 ていた よ うに,彼 らがそ の
出身階層か らの完全 な 自立に至 る道 のなお長 く瞼 しい ことも示 し出 され てい
る。
人間 の尊厳 と解放 を克ち取 る闘いにおけ るインテ リゲ ンツ イヤの役割 にか
んす る問題は,ゴ ー リキイ文学 の基本的 な主要 課題 の一つであ った。 この問
題についての ゴー リキイの基本的態度 は次 の言葉 に表 われ てい る,「 …
…私はいつ も,知 識人層が他人 の思想 に よって生 き,自 分の国を知 ることが
少 な く,ま た消極的であ り,働 くよ りは空想 した り議論 してばか りいる とい
うことで,非 難 してきた し,今 も非難 してい ます一 こ うした性格 ははなは
だ しく有害で あ り,こ れ とは闘わ なければな りませ ん。 しか し一 ね,い い
ですか,あ れ これ の個人 と してではな く,一 つの勢力 と して歴 史的 に把握 さ
れた ロシヤ ・イ ンテ リゲン ツ イヤは,ほ とん ど奇蹟的 な,稀 有の現象 なので
す。それゆえに こそ,わ が国のイ ンテ リゲン ツ イヤを愛すべ きであ り,そ れ
くの
ゆ え に 尊 敬 す べ き な の で す 。」(1910年12月10日,マ ク シ ー モ フ 宛 書 簡)
ツ ヴ ェ タ ー エ ヴ ァ と シ ー シ キ ン は,疑 い な く ロ シ ヤ ・イ ン テ リ ゲ ン ツ イ ヤ
(9)TaM》Ke.ToM29,c.219.邦訳:前 掲 書,303ペ ー ジ.
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の良 き系譜に属す るばか りでな く,そ の活動の当初か らイ ソテ リゲ ンツ イヤ
の狭 い枠 の中ではな く,ニ ールやそ の同僚 たちの よ うな先進 的労働者 との連
帯の輪 の中で共 同の事業 を進め ていることに よって,前 代の インテ リゲ ソツ
イヤ運動挫折 の轍 には まることな く,観 念的 な革命的空文句に酔 い痴れ る こ
とな く,新 しい インテ リゲ ンツ イヤの萌芽 とな りうるのであ る。 ゴー リキイ
は,『小市民』 の初演で シーシキ ンを演 じる ことに な った ア ・ア ・チホ ミー
ロフに次 の よ うに書 き送 って,こ の役の基本的性格 を説明 した。 「あなたが
シーシキンを演 じられ ることが 私 は うれ しい。 これ は 折 り砕かれ よ
うと してい るが,膝 を屈 しない人び との うちの立派 な,率 直 な,神 聖 なまで
に誠実な人間であ って,こ うい う人 び とは笑いなが ら飢 えに甘 ん じ,彼 らの
一 一他人の もので も一 個人 の 自由の抑圧 に対 して反抗 し,革 鞭 の下に背 を
向け るのです ……[抑 圧 された人 び とがコ理性にめざめ,誇 らかに革鞭 を迎
(10)
え撃つために棒に手をふれ るまで,そ のときまで。」
そ して,や が てまもな く 「棒 に手 をふれ る」であ ろ う人 び とが,こ の戯 曲
の 《主要な人物》 ニールであ り,彼 の 伴侶 とな り彼 を支 える ポー リャで あ
る。
3主 人 公一=一 ル とポ ー リャ
『小市民』 の幕 開けは,こ の戯 曲の独特 な プ ロローグを構成す る,タ チヤ
ーナ とポー リャの対 話に よって始め られ る。 タチヤ ーナが小説 の朗読 を中断
し,本 を膝 の上 に投げ出す ここか ら小説 の主人公についての会話が始 ま
り,そ れ はす ぐさま戯曲の主 人公 についての意味づけに発展 してゆ く。
ポー リャ で も,あ た しはそんな人を好 きになれないわ ・…・ そ うよ!
タチ ヤーナ ど うしてなの?
ポー リャ 退 屈です もの ・…・ そ してたえず愚痴 を言 って …・・ 信念が ないか らだ
わ ・…・男の人は,自 分 が生活 の中で なす べ きことを知 ってな くち ゃいけない …・・
タチヤ ーナ(小 声で)そ れ じゃ ・・… ニー ルは知 って い るの?
⑩TaM)Ke.ToM28,c.240.邦訳:前 掲 書,118ページ.
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ボー りヤ(確 信的 に)知 ってい ます!
タチヤ ーナ ど うい うこと?
ポ ー リ ャ あた し,そ の ことをあ なたに話 してあげ られないわ ・・… 彼 の ように あっ
さ りとは ・…・ で も,こ れ だけ は言え ます 一 悪 い人 たち ・・… よこ しまで,貧 欲
な人 たちは,あ の人 のために困 った ことにな るで し ょう!彼 はそ うい う人が嫌
いです もの ・・…
タ チヤーナ 誰が悪 い人?そ して誰が 良い人?
ポー リャ 彼 は知 ってい ます!・・…(8)
まだ舞 台に姿 を現わす 以前 に,ニ ールはすでに読者 ・観客 の前に,「 誰が
悪いか,誰 が良 いか」 の判断をな しうる人間 と して,ま た善悪 の明確 な認識
をもつゆえに 「何をなすべ きか」 を知 ってい る人間 と してのイ メージを提 出
す る。 この対話は まもな く,昨 夜交わ され た ニール との論争を伝 え るピ ョー
トルの台詞 に継続 され る。 「ニールは生活 のプ ロセスに有頂天にな っていた
……彼 はぼ くをひど く苛 らい らさせ る……勇気だの,生 活愛だのの説教で …
… お笑 い草 さ!彼 の話 を聞 いていると,誰 に もわか っち ゃいないそ の生
活を心 に描 きは じめ るんだか らね ……」(11)その後で もタチヤーナが数 回,
「ニールは まだ帰 って来ないの?」 とい う質問を繰 り返す。 そ して ニールの
登場 の直前に,も う一 つの論争が提起 され る。 ここでは ニールの名前は直接
には挙げ られていないが,明 らかに彼の性格規定に重要 なかかわ りを もつ も
のである。 ポー リャが タチヤーナを劇場 に誘 う。 「……あた しは劇場 に行 く
のが好 きなの ……む しょうに。 ほ ら,た とえば,ド ン ・セザ ール ・デ=バ ザ
ン,ス ペ インの貴族 ……驚 くほ どすてきだわ!本 当の英雄 とい うもの よ」
チ ェーチ ェレフが問いかけ る 「おれ は彼に似てい るだろ う?」 ポー リャ
ー一 「まあ,あ なた った ら!全 然,ち っとも!」 ポ ー リャが去 ってゆ く
とき,そ の背後に次 の台詞がひび く。
ピ ョー トル(彼 女 の後 ろ姿 を眺めなが ら)ス ペ イソ貴族が彼女 の何なんだ い?
チ ェーチ ェレフ 彼女 は彼 の中に健康な 人間 を感 じてい るのさ … ・・
タチヤ ーナ きれいな衣裳をつ けてい る し… ・
チ ェーチ ェレフ それに陽気 だ ・… 陽気な 人間はつねに立派 な人間 さ ・…・ 卑 劣
漢 はめ ったに陽気な人間 にゃなれんのだ … ・ (24)
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こ うしたすべてが ニール ポー リャの観点か らの 《本 当の英雄》 の
登場 を予告 し,彼 について の 概念を 観客にあ らか じめ 用意 させ るもの とな
る。概 して戯 曲の中では,ニ ールが 肉体的には存在 していない個 々のエ ピソ
ー ド的場面においても,つ ねに彼の呼吸,彼 の影が舞台を おお っている とい
う独特 な方法が取 られ ている。本質的には彼はつね に舞台に存 在す る。他 の
登場人物すべ ての ニールについて語 る言葉,そ の人 び との思考,ニ ールがそ
の原因 とな る行為 これ らはすべ て ニール 自身に よる直接 的な発言 と行動
に劣 らず,彼 の性格 と戯 曲におけるそ の役割 とを浮 き彫 りにす るのであ る。
そ の意味では,す べ ての登場人 物はそれぞれに 自己の役 を演 じつつ,客 観的
には ニールを形 象 している ことになる。 『小市民』 を正 しく理解す るために
は,戯 曲の登場人物すべ てを ニールの眼で眺め,そ してニールを他 の人物す
べ ての眼で注視 しなければな らない。 ニール の中に戯 曲の思想的主題 の中心
ばか りでな く,ド ラマ トゥルギ ーの中心を,戯 曲の中の多様 な光線がすべ て
集中 され るべ き 焦 点を 見なければな らない。 この ことに 成 功 した ときにの
み,《ベ ッセ ミョー ノフ家におけ る悶着》 と しての 風俗劇 ではな く,巨 大 な
歴史的変革の時代に おけ る課題 と しての 《小市民性》 との闘いの ドラマが正
しく把握 され るのであ る。
ところで,「 スペ イン貴族,ド ソ ・セザ ール ・デ=バ ザ ン」 が ニールの形
象にはた して どんなかかわ りを もつ だろ うか。 この フランス ・ロマン派文学
の主人公 の名を挙げた のが,ほ かで もない ポー リャであ る ことか ら,そ の直
後に姿を現 わす ニールについては,な ん らかの ロマ ンチ ックな光芒 に包 まれ
た人物 が想像 された と しても当然で あろ う。だが当の ニールは,エ レーナ,
ツヴェターエ ヴ ァ,シ ーシキンとい っ しょに 芝居 の 稽古か ら帰 って くるな
り,空 腹を訴え,ス テパ ニーダに 「挨拶す るために」台所 へ と駈け去 り,し
ば ら くして 「両手で スープ皿 と一片 のパ ンを持ち」,タ チヤ ーナ と 話 しなが
ら,「支 えてい るスープ皿 を こぼ さない よ うに 注意 を こめて見つつ」登場す
る。 しか も開 ロー番 一 「…… ターニ ャ,き みにはつ ま らん ことか ら哲学 を
ひね りだす とい う悪い癖があ るよ,雨 が降 りゃ 哲学,指 が痛む と も
戯 曲 『小市 民』 におけ る ドラマ トゥルギ ーの若千 の問題(松 本)(41)
う一 つ哲学,炭 酸 ガスが におえば 三つめ の哲学。 だか らぼ くはそ うい う
つ ま らん ことの哲学 を聞 くと,心 な らず も考え させ られ て しま うね,人 間に
とっち ゃ 学問が必 ず しも 有益では ない と……」(30)これは,な にか の期待
があ って彼 を待ちつづけ ていた タチヤ ーナの悲劇的気分に,極 端 に相応 しな
い反応であ る。 だか ら 「なん てあんたは ……乱暴 なの,ニ ール!」 とい う彼
女 の非難を喚び起 こす結果 とな る。 ここに どんな 《スペ イソ貴 族》が いるだ
ろ う。
戯 曲の草稿の中で は,も う一 人,フ ランス ・ロマ ン派文学 の代表的主人公
の名が挙げ られ ていた。 これ は ニールが登場す る最初 の場 面だが,彼 らが稽
　 　
古 している芝居の脚本に関連 して次の対話があった。
ニール(チ ェーチ ェ レフに)ぼ くた ちは リュイ ・ブ ラースを上 演す るんだ ・・…
ね え,あ んた,ぼ くのために役柄を書 いて くれないか!
チ ェーチ ェレ7い い よ・・…
ピ ョー トル 奇 妙 な選択 だね!誰 がそ の リュイ ・ブ ラースを理 解す るものかね?
==一ル 理解す ると も!
ピ ョー トル 兵士た ちがか い?疑 わ しいね!
ニール これは うちの職場で もや る よ…・・ 労働 老は理解 す る!
タチヤーナ なにを理解す ることや ら・・…
最終稿では,こ の部分はそ っ くり捨 て られ,ユ ゴーの 主 人公の名 は消 え
て,デ ュマ ヌエル とデネ リー共 作の メ ロ ドラマ 『スペ イソ貴族』の主人公だ
けがポ ー リャの台詞 の中に残 された。 この メロ ドラマ とそ の主 人公 につ いて
ゴー リキ イはすでに1896年,サ マーラに旅興行 を した マール イ劇場 に よる
上演の印象 をもとに,共 感的 な劇評を書 いていた。 「灰色 の,金 儲 け主義 の
現代一 人び とが 自分 の人間的価値 をか くも少 ししか評価せず,地 の富 の相
続権を稀薄 なフジマ メのスー プとたえず交換 してい る時代に一 名誉 につ い
ての理解 において真の騎士,貴 族であ るが,人 び とに対す る態度においては
⑪IM・ropbK曲・HonHoeco6paHHβcoqHHeHH負・BapHaHTblKxyAo)KecT・
BeHHblMnpoH3Be八eH朋M.ToM2,c.224.(本書の編集者によれば,この部分
は,戯 曲r小市民』の未定稿に糊付けされた紙片に記されていたものである,)
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民主主義者で ある ドソ ・セザール ・デ=バ ザ ン,一 実際に名誉 を 《何 よ り
も》重 んず るスペ イソ貴族 は,現 代においては滑稽で,あ ま り人 に理解 され
な い ロマ ンチ ックな アナ クロニズ ムであ る。 だが,し か し,こ の引き裂かれ
た偉大 な る漂泊者 の姿の中に,ど れほ どの真 に良きもの,真 に勇者的 なもの
く　　　
があ ることか!」 また 『小市 民』執筆に先立つ1900年初頭 には,ネ オ=ロ
マンチ シス ト,エ ドモン ・ロス タソの英雄喜劇 『シ ラノ ・ド=ベ ルジ ュラ ッ
ク』についての論文を発表 し,ゴ ー リキイは 「われ らみな真昼の太陽 の もと
/血 のなかに太陽 を持 って生 まれ たる者!」 とい う詩句をひ きなが ら,次 の
よ うに述べてい る。 「これ はおわか りですか,恐 ろ しく良い ことです よ,血
の中に太陽 を持 って生 まれ るとい うことは!!も しわれわれ に,ペ シ ミスチ
ックな濁 りと,い まそ こでわれわれが腐 ってい るこの泥沼 の毒 気 とでそ の血
を毒 されてい る人間 どもに も しわれわれ の血 の中に,せ め て滴 な りと太
(13)
陽 を入れ ることが できたな ら!!」
しか し,1900年か ら1901年にか けて,ほ か な らないr小 市民』執筆 の時
期 に,ゴ ー リキイの創作に おけ る社会主義 リア リズムの諸原則が形成の過程
を始 めてい ることを考慮すべ きであろ う。 この時期 を境に,そ の後において
ロス タンの戯曲に対す るか くも高い評価 に出会 うことはない し,ロ マンチ ッ
クな英雄 ドン ・セザール ・デ=バ ザ ンについ ての言及 もは るかに皮肉の色調
を帯びるに至 った。 リュイ ・ブラースに関す る対 話の部分が 『小市民』 の最
終稿 では削除 され てい るところには,ロ マ ンチシズムに対す る ゴー リキ イの
見解の再検討が反映 され てい る と見ていいだろ う。
舞台に現われ る機 関士 ニールは,あ るいは当直勤務に急 いで空腹を満 たす
あわただ しさのなかで(第 一幕),あ るいは 重労働のあ との歴然 とす る煤 と
煙 に顔 と手が まみれ(第 二幕),あ るいは 《ぼん くら頭》 の 機関区長 との激
しい衝突 のあ との興 奮に包 まれ ていて(第 四幕),《剣 とマン ト》 の騎士 たち
とお よそ似 ているところが ない。 しか し,ポ ー リャの言 う 《本当の英雄》,
⑫Co6.co9.ToM23,c.71.
⑬TaM⊃Ke.c.311.
、
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《スペ イソ貴族》に似ている と自任す る チ ェーチ ェレフが,そ の ことを ポー
リャにあ っさ りと否定 された うえで,あ え てニールに こ う言 うのは意味 のな
い ことではない,「 きみには才能があ る…… きみは ヒロイ ックな役を演
じる ことがで きるよ。 このモ メン トには英雄が必要 なんだ……おれ の言 うこ
とを信 じた まえ!」(49)
ゴー リキ イは,フ ランス ・ロマソ派文学 に 代表 され る ロマ ソチシズムに
対す る 自分 の態度 を再検討 しなが ら,ロ マンチシズムー般 を斥けた のではな
い。彼は新 しい リア リズ ムの特性 と して,リ アルな生活の中か らヒロイ ック
なものを 引 き出 し表現す る 新 しい ロマンチシズ ムを一 よ り正確に言 うな
ら,《ロマンチ カ》 を一 必須 の もの と考 え,こ こか ら リア リズ ムとロマン
チシズムの統一 とい う新 しい芸術方法の確 立を志 向 したのであ った。 ニール
の ヒロイズムは,《マ ン トと剣》,ときには 《鉄仮面》や 《白馬》 に飾 られた
騎 士たちのそれ とは 似 ても似 つかぬ ものであ る。 それ は,は るかに 控えめ
で,つ つ ま しく,人 目をひ く絢燗た る偉業 の中で とい うよ りは,ご く平凡 で
些末で さえあ って,外 面的 には特に 目立つ ことのない諸事件 の中 にある。 し
か しそれは,彼 の ヒロイズ ムが,そ の根拠 を例外的に傑出 した個人に依存す
るものでな く,は るかに広 く深 い ところに 民衆 の生活創造 の根源的な力
に土壌 を もってお り,生 活 変革 の時代に燃 えたち始 めた とい う歴史的事実 を
意 味 しているのであ る。
「す でに久 しく文学 は 《英雄》を生み出 していない。 だが ニールは論議 の
余地 な く 《英雄》であ る,彼 が 自分 の ことを 《ぼ くは,自 分が 勇士でな く
て,た だの まじめな,健 康 な人 間にす ぎない ことを知 ってい る》 と語 る とは
いえ。 しか し実際 に,彼 は 《英雄》であ り,《勇士》なのだ。か りに 《勇士》
で ない と しても 《え らい奴》で はあ る。 まわ りの者はみな,彼 を 《え ら
い奴》 と して見 る し,彼 も これに慣れ て,自 分 で も自分をその ように見 る よ
うになった。彼 の言葉,彼 の挙措 には一 《血管 に脈 うち温 れ ようとす る》
力ばか りでな く,こ の力の 自覚ばか りでな く,こ の力に見惚れ,こ れ に よっ
て効果を もた らそ うとす る計 算,習 慣があ る。 これ らのすべてを私 は非難 し
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て言 っているのではない。 ニールを この よ うに描 きだ した技偏に驚嘆 してい
るのだ く……》《この世 の何 に対 しても尊敬 とい うものを持 ってお らん》 と,
ベ ッセ ミョー ノフは彼を罵 る。 しか し,こ れは正 しくない。 ニールは,い わ
ば尊敬そ のものを 尊敬 は しないのだ。 だが,も し 関心 に値す るものがあれ
ば,《 あ らゆる手段を尽 くしてあれ には妨 害を,こ れには助力 をす るとい う
ぼ くの望みを実現す る…… ここに こそ生活の喜びがある》 〈……》『小市民』
(14)
は近年久び さの,生 活 とが っち り取 り組 んだ最初の,才 能ある戯 曲であ る。」
一 一戯 曲の初演 当時 に発表 され た劇 評の中で ,エ ス ・ス トゥーギ ンは この よ
うな理解を示 していた。
ニールにおけ る英雄的 なものの側面 の理解を助 け るのが,ポ ー リャー 一静
かで,《お とな しい》,しか し自制力 と勇気 とを兼 ね備 えた娘 の形象である。
ニール は 彼女について 「なんだか ……生 まれ たての 子供 の ようだ」 と 言 っ
た。 この言葉 は,彼 女の本質的意義 を 知識 偏重 にあえ ぐ小市民的 インテ
リの精神停滞に無縁で,い かな る先入主に も毒 されていない無垢の魂 と,生
活の 目的を得た ことに よって新たに生 まれ るその人生 の無限 の発展性 とを言
い当ててい る。第 四幕の初 めの ところで,タ チ ヤーナが ツヴェターエ ヴ ァと
人生について論議 を闘わせ る場面 があ る。
タチヤーナ ・…・(小声 で笑 う。)でもわ た しには,あ なた たちを信 じて いる人 たち
が気 の毒 だわ …・・だ ってあなたたちは彼 らをだ ま して いるんで す もの!生 活 は
いつ だ って,現 在 と同 じよ うに ・…・濁 って,窮 屈だ った じゃない ・・… いつ だ って
そ うなのだわ!
ツヴ ェター エヴ ァ(微 笑 を浮かべ て)そ うか しら?で も,も しか した ら一 ち
が うん じゃな くって?
ボ ー りヤ(ひ と り言の よ うに)ち が うわ!
タチヤーナ あ んた,な んて言 ったの?
ボ ー りヤ わた し,言 ったの よ一 そ うはな らない って!
ツヴ ェターエ ヴ7え らいわ,お とな しい紅雀 さん1
タチヤーナ この人 も不 幸 な ・… ・信 者 の一人な のね。 じゃ,こ の人に訊い て ご らん
な さい よ一 なぜ,ち が うのか?な ぜ生活が変わ るの?訊 いて ご らんな さい
⑭C.CyTyrHH.1>Te㎎aHe。 《TeaTpHHcKYccTBo》,.1902,♪&15,7ailpenfi.
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よ ・・…
ポー リャ(静 か に近 くへ寄 って)だ って,ど うい うことか,わ か ってい るで し ょ
う一 人 びとはまだみんながみ んな,生 活 してい るわ け じゃな いわ!ご くわず
か の人だけが生活 を楽 しんで いて ・… ・大 多数 の人 は生活す る暇 もない のよ,ぜ ん
ぜ ん …・・そ の人たちはただ働 くだけ,パ ンの一片 のために …・・で も,ほ ら,い ま
そ の人たちは … ・ (80)
い まポ ー リャ この 「お とな しい紅雀」 は,自 分 の生活 の歌 を確信 こめ
て歌 い始 めた。 そ して静か な音程 の,あ ま り変化に富んでい るわけで もない
その歌 は,「パ ソの一片のために」ではな く,生 活全体の更新 のた めに生 き始
めた人 び との歌声の中に融け こんでゆ く。 ゴー リキイは,ニ ール とともに彼
　 の 　 　
女を 「主要 な人物」 と規定 しつつ,次 の ように述べ てい る。一一一一「ポー リャ
は一一一控えめで,素 朴で,そ して 口さきで な しに,気 取 りな しに,ど んな
英雄的行為で も行 な う能力を もってい ます。好 きにな ると一 いっぺ んに生
活全 体を愛 し,信 じこむ と や は り同 じよ うに。話をす ることはで きませ
ん,す こ しどぎまぎ して,ど も ります。 しか し,い ったん話す となる と,自
分 の言葉の正 しさをふか く信 じ,そ れを到 るところで,す べ ての人 び とに語
(15)
りかけ,た えずその言葉を担 って前進する用意があるのです。」
4筋 的 展 開
『小市民』におけ る筋的展 開の発条 となるものは何か。一 見 した ところで
は,そ れは ニ ールとポ ー リャが ベ ヅセ ミョーノフの世界 と挟別す る経緯
にかかわ っている よ うだ。
す でに 第一幕 で,チ ェーチ ェレフの ポー リャへ の 呼びかけがひび く一
「あんたにまた 繰 り返 して言 うが ここか ら 出て行 くんですな!こ の家
にい るのはあんたに ゃよくない……出て行 きな さい!」(20)第二幕 の 初め
のほ うで,ニ ールの 中では この世界 との 訣別の意思がすでに 成 熟 している
一 「ぼ くは こんな ごた ごたの一切 を,わ きのほ うへ突 き飛ばす ことだ って
⑮Co6.coq.ToM28,c.219。邦訳:前掲書,106ペー ジ.
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出来 るんだ。 そ して,も うす ぐ 突 き飛ば して しま うよ,決 定的に,永 久 に
ね ……」(39)ニールは 戯 曲の最後でそれを実行 し,ポ ー リャをいっ しょに
連れ去 り,ベ ッセ ミョーノフ老人 の意識の うちに混乱を起 こさせ る。 「わ し
は……頭が ど うか して しまった。わけがわか らん……何が持 ち上が ったん じ
ゃ?と つぜん ……夏の さか りに,乾 燥場 で火が 出た ように……」 「わ しは
頭 が こん ぐらか って しまった……なんに もわか りゃせんわい!本 当に ニー
ルのやつ……そ うや って出て行 くのか?」 ピ ョー トルは 「ね え,ど うした と
言 うんです?彼 が 出て行 く一 結構 なことです よ……」 と言い,ア ク リー
ナ ・イヴ ァーノヴナは 「行かせ てやん なされ …… うちには 自分 の子供たちが
いますで……」 と言 って,老 人 の興奮を鎮 め ようとす る。 しか し,ベ ッセ ミ
ョー ノフの衝撃 は深 い。「……出て行 きたけ りゃ一一一行 くがいい!だ が一
ど うや って?ど ん なふ うにあれ は出て行 ったん じゃ…… このわ しを どん
な眼付 きで見た ん じゃい?」 「わ しは,あ いつが いずれ ここか ら出て行 くこ
とは知 ってお った,し か しだ,た だ あんなふ うに とは?」(98～99)
ベ ッセ ミョー ノフ老人を苦 しめ興奮 させ るのは,ニ ールが家を出る とい う
こと自体ではな く,そ の出て行 くとい う状 況の性格であ る一一一この行為に よ
ってニールが,生 活秩序についての べ ッセ ミョー ノフ的観念 の 全面的否定
を,生 活に おけ る現在 の支配者 の権 力か らの完全 な解放 を,こ の権 力に対す
る直接 的 な闘争を表 明 してい ることだ。
ニール とポー リャが家を 出た ことは,そ の後に多 くの事件,多 くの人び と
を誘 い寄せ る雪崩現 象の前触れであ る。序幕で シーシキ ンが ピ ョー トルに語
った 「いず れ きみ とは決着 をつけ よ う一 永久的に!」(28)と い う宣言は,
ピ ョー トルが結局 はその父親 と本 質的 に同 じ思想に立つ ことが明 らか とな っ
たあ と,彼 か らの 《恩恵》を拒 否す ると同時に実 行に移 され る ことになる。
ペ ルチー ヒンとチ ェーチ ェレフもベ ッセ ミョー ノフ家か らまもな く永久に去
って しま うだ ろ う。 た しかに,と の二人 の場合には単 なる逃避にす ぎない。
しか し,そ れで もや は り,そ の行為 は ニール の闘争 と抗議 の照 り返 しではあ
る。雪崩現象 は,一 時的にではあ るにせ よ,ピ ョー トル を さえ習慣的な生活
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軌道か ら 脱線 させた。 ベ ッセ ミョー ノフ老人は この雪崩現 象に 対抗す る方
策 を持 ちえない。 「わ しに教 えてお くれ い ったい,ど うい うことなん じ
ゃ?… …みんな,ど っかへ去 って行 く……なんのつ も りか,わ け も言わん と
……やた らに……侮辱だ,放 堵だ!」(100)彼の中では まだ期待が爆 ってい
る 「戻 って くるさ……できるもんか!… … どこへ行け るん じゃい?」
(103)この期待 は,自 分の実子 たちに関す るか ぎ りでは正 しい。 しか し,彼
の不安 も怒 りも,子 供たちの運命 とい うよりは,彼 がその中心に位置 してい
た生活秩序の崩壊 の 予感に よって,か くも 深刻 なのであ る。 そ の原因は何
か。 「だが,誰 のせいだ?な に もか も ニール のせいだ,泥 棒め ……卑劣
漢!伜 をそそ のか したの もあ いつだ…… 娘だ って苦 しんでい る!」(103)
一切 の不幸 の根源 を老人は ニールの中に見 る。 なぜ な ら,ニ ール はべ ッセ
ミョーノブの中に恩義 ある養 父を,主 人を,思 考 と行為 の裁 き手 を見 る こと
を拒否 し,そ の権 力を,権 威 を,そ の 《真理》 を失墜 させたのだか ら。そ し
て ニールが,ベ ヅセ ミョー ノフの非難 に答 えて,こ の家で食べただけの分は
す でに働いて返済 した と言 うとき,老 人は叫んだ。 「き さまは……わ しの魂
を喰 い尽 く したんだ……」(96)主要 な ことは,ま さ しく 《典型 的小市民》の
《精神の構成》が,こ れを拒否 され ることに よって蒙 った深 い傷 なのであ る。
この よ うに,ニ ール とポー リャに よる小市 民世界 との挟別 の経緯 は,戯 曲
においてきわめて重要 な位置を 占め るものであ る。 しか し,そ れ に もかかわ
らず,ス タニス ラーフスキ イの術語に よる ドラマの 《一貫 した行動》 を ここ
に見 るのは 正 しくはない。 ニール と ポー リャの 《脱 出》行為は,彼 らの内
的 ・精神的変革を伴 うもので な く,ず っと以前か ら予定 され ていて,状 況 の
成熟 を待 って実行 に移 され るべ き課題 であ った。 ベ ッセ ミョー ノフ老人が こ
の行為 自体につい ては予想外 とは受け止めず,そ の行為の性格に苦 しんでい
る ことは,意 味 のない ことで はない。 《一貫 した行動》を規定す る ドラマ的
発条は,主 人公た ちの道義的判断 の中にあ る。ベ ッセ ミョーノフ家 の人び と
は,老 人の世代 も若 い世代 も,ニ ール と彼の同志 たちを,薄 情 で残酷で さえ
ある とし,人 間個性 の尊重 の念に欠け,《 ヒューマン》な ところが ない,と
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非難 している。 これ らの非難は,少 くとも彼 らの立場か らすれば,必 ず しも
まった く根拠がないわけではない。戯曲の中には,そ れを裏打ちす るかのよ
　 　 　 　 　 　 　
うな幾つかのエ ピソー ドさえ存在す る。 しか し,そ れは誰が,誰 に,い かな
　 　 　 　 　 　 　
る行為に対 して向けているのか。
戯 曲中,最 も劇的 なエ ピソー ドの一つ は,タ チヤ ーナの服毒 自殺 の試みで
あ る。 この事件 の ドラマチズムは,一 連 の事情 に よって真に悲劇的なものに
はな り得 なか ったが,し か し,タ チヤ ーナの体験 その ものの悲劇性 をま った
く否定す る ことは不 可能であろ う。小市民批判 の 《周期律》に連 なる登場人
物 たち も,タ チ ヤーナに同情を もって対 しつつ,こ れを否定 してはいない。
タチヤ ーナが,絶 望す らも無力で しかなか った ように,周 囲の人 び との嘲笑
の対象 とな ってい ると考 える とき,ツ ヴ ェター エヴ ァは反駁す る。「いいえ,
ターニャ,ち が うわ,あ なた!そ んな ことを言 うのはみな病気なの よ,疲
労 なの よ……あなたではな くて…… わた したちが残酷で性悪 だなんて考 え
ないでね ……」(82)
タチヤーナが 自殺 をはか った ことに,誰 の罪が あるのだ ろ うか。一般に,
彼女 の苦悩は誰 に よってもた らされたのか。 この ことについては,登 場
人物 の多 くがそれ ぞれに見解を表 明す る。すでに見 た よ うに,ベ ッセ ミョー
ノブ老人はすべ てを ニールのせいである と し,ポ ー リャを共 犯者 と して非難
す る。 チ ェーチ ェレフの言葉の中に さえ,ポ ー リャは非難めいた当て こす り
を感 じ取 らずにはい られ ない。 「彼女はね,昨 日,ほ んの少 しばか り突 き押
されたので さ,そ して一一弱い ものだか ら 今 日,倒 れ ち ゃつた」(70)
ポ ー リャに とって,ニ ールの以前 か らの結婚 申 し込みに昨 日受諾の回答を与
えた こと,そ の ときに タチヤーナが こっそ り立ち開 き していて,そ の行為を
ニールがた しなめた ことは記憶 に新 しい。その ことが タチヤーナの不幸 とか
かわ りがあ るとすれば,ポ ー リャの 心が痛 まないはずはない。 しか し彼女
は,チ 嵩一チ ェレフの言 う 《正当化》 のためにではな く,一 つの事実 と して
説 明す る。 「あなたがわた したちを非難 してい ることはわか っています ……
で も,ど うして?え え わた しは 彼 を 愛 しています……彼 もわた しを
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…… これはず っと 前 か ら始 まった ことです!」(70)だが問題 は,ニ ール
や ポ ー リャが タチ ヤーナの 自殺 の試 みに直接関与 したか どうか とい う事実 に
あるのではな くて,は るかに重要 な意味に おいて,新 しい人 び とが どの よ う
な道義的精神を保有 してい るか,と い うこ とにある。当時 の批 評家たちが ピ
ョー トル とタチ ヤーナを 擁護 しつつ,「 小市民 インテ リゲ ンツ イヤは,自 己
(16)
が存在することに対する合法的権利を有 している」 と主張 し,ニ ールを 「粗
野な摘発の力」 と規定 して,「 ニールのあ らゆる言葉は,肉 体的に強い動物
(17)
の自己満足である。彼のあ らゆる行為は残忍である」 と批判 した ことに関連
する問題である。
ニールが初めて舞台に登場 した直後に,彼 は 「つまらぬことか ら哲学をひ
ね りだす」 とタチヤーナを 批判 した ことで,「乱暴な人間」 とい う非難を浴
びせ られた。第二幕でもふたたび,さ らに鋭い非難が タチヤ∴ナか ら発せ ら
れた。
ニール ・… ぼ くにわか ることはただ,き みた ち と暮 らす のは,な ぜ か耐 えがた く
退屈 だ とい うことだ よ。 きみた ちが も う,な に ごとにつ けて愚痴 を こぼすのが大
好 きだか らだ ろ うね。 なんだ って愚 痴を こぼす のだね?誰 が助 けて くれ る?
誰 も助 けて は くれ まい ・…・ 助 け る相手が いない し……そ の値打 ち もない ……
タチヤ ーナ ど うしてあんたはそ んなに薄情な の,ニ ール?
ニール これ が 薄情 だ って?
タチヤ ーナ 残酷 よ…… わた し,思 うのだけ ど,あ んたはそれ をチ ェーチ ェ レフ
う つ
から感染されたのだわ,あ の人は何かのことですべての人を憎んでいるのですも
の。
ニール さあね,す べ ての人 じゃないね ……(39-40)
この対話 は,タ チヤーナの 「思いや りが ないのだわ,あ んたは……人び と
に対 して……わた しに対 して」 とい う非難 に継続す る。 これに答 えて ニール
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は,ま さ しく人び とに対す る彼 の原則的態度 を表 明す る。 「いいかね ……ぼ
くはあんたに対 して ……つ ま り,ぼ くはあんたを……尊敬 してい る し……好
意 ももっている。ただ し気 に入 らない ことがあ る一 なんのためにあんた は
教師でい るんだね?こ の仕事が あんたには気に入 らない,う んざ りさせ,
苛 らい らさせ る。だがね,こ の仕事 は一 巨大な ものだ!子 供 たち一 そ
れは未来 の人たち じゃないか……子供 たちを評価す ることを知 らな くち ゃい
けない,愛 さな くち ゃいけない。 どんな仕事で も,そ れ を立派に行な うため
には,愛 さな くてはいけ ないのだ よ……」(40)そして彼 は,労 働の喜 びに
ついて,灼 熱 した金属の巨塊 を槌で打つ喜びについて語 るのであ る。 だが,
これに対 して タチヤーナか ら返 って くるのは,あ いも変わ らぬ習慣的な嘆き
のみ一 「ねえ,ニ ール,と きには可哀そ うだ と思わないの……」
そ して第 四幕,戯 曲の大詰めで,ま もな くこの家を出て行 こ うとす るニー
ル とポー リャに向か って,ピ ョー トルは彼 の父が 「本質 では善良 な老人」 で
あ る と言い,タ チヤーナも彼が 「みんなにや さ しくしようと努力 している」
ことを証 明 しなが ら,こ こでもまた 《残酷》,《粗野》,《無情》 を持 ち出す。
タチ ヤーナ この ことは評価 しな くち ゃいけ ないわ ……父は年寄 りです もの……わ
た したち よ り早 く生 まれた のは,あ の人の罪で はない の よ… …それ に,わ た した
ち と同 じよ うな考 えかたが出来 ない ことも……(苛 らだ って)人 間 の中には どれ
ほ どの残酷 さがあ るで しょう!わ た した ちはみ な,ど んな に粗野で,無 情で し
ょ う……わ た した ちはたがいに愛す る ように と教 え られ… … こ うも言われ てい る
一 善 良で あれ… …温和で あれ… …
ニー ル(彼 女に調 子を合わせ て)そ してわた したちの首に乗 っか って,わ た した
ちを乗 り廻 して… …(93)
この後に次 の ト書 きが続 く 一 「エ レーナは声 を立てて笑 う。 ポ ー リャと
チ ェーチ ェレフは微笑す る。 ピ ョー トルは ニールに何か言お うと して,彼 の
ほ うへ行 く。 タチ ヤーナは,と がめ る ように首 を振 る。」 その直後,ベ ッセ
ミコー ノブ老人 が姿 を現わ し,つ づいてペ ルチー ヒソが登場す るに至 って,
この老人が いかに 「本質では善良な老人」であ るか,ど の よ うに 「み んなに
や さ しくしよ うと努力」 してい るか,彼 自身 の行動に よって具体的 に,疑 問
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の余地 を残 さない証 明が与 え られ る。彼は人間侮辱 の驚嘆すべ く豊富 な語彙
の蓄積を披露 しつつ,そ れ らをペルチー ヒン,ニ ール,ポ ー リャめがけて投
げつけ る 人でな し,畜 生,け だもの,蛇 っ子,腹 野郎,エ ヒー ドナ(半
人半蛇 の妖怪),乞 食女,盗 賊 ……
ゴー リキ イは戯曲の中で,ニ ール とポー リヤの よ うな新 しい人び とに対す
る小市民 の側か らの 非難を全 面的に展 開 させ,《 薄情》,《残酷》,《思いや り
がない》等 々,一 般に ヒューマニズ ムの欠如を理由 とす る非難 の集中砲 火を
新 しい人 び とに 浴びせたあ とで,こ うした 非難 の根拠 のな さ と,こ うした
非難 を行 な う側 の人間の精神退廃 をあば き出す。小市民 の不幸の源泉 は彼 ら
の生活態度 の中にあ る。 タチ ヤーナの不幸 は,「 生活 に対す る,人 び とに対
　 　
す る彼女 の不誠実 なかかわ り合いの当然 の帰結」 であ り,そ の排他的利己主
義,そ の寄生虫的生活態度 に起 因をも ってい る。彼女 は生活 と人間への義務
を放棄 しつつ生活 と人間か ら自分 への奉仕を要 求す るばか りで な く,人 び と
が困難 な道 を辿 り,真 摯な努力に よって よ うや く手 中に しよ うとす る幸福 を
横取 りす ることさえ望 も うとす る,《思いや り》 と 《親切 》の仮面 のも とに 。
「……わた しはね,こ んな ことをあ んたに 話すのは……あんたを……愛 して
いるか らなの よ!あ んたは彼 とはちが う人間なの よ。 あんたはふつ うの娘
だけ ど……彼 は た くさん本 を読 んで,彼 は も う教養 のある人 よ。 彼は,
おそ らく,あ んた と 暮 らす のが 退 屈になるわ …… あんた,こ の こ とを考
えてみたの,ポ ー リャ?」(83)一 これは第 四幕,す で に婚約が成 立 し,
まもな くこの家か ら立ち去 ることの決定 してい るポ ー リャへ の タチ ヤーナの
《忠告》であ る。 ニールは教養があ る,だ が ポー リャにはそれがない,だ か
らニールにふ さわ しい伴侶 はポ ー リャでは な くて 《教養 のある》 タチヤ ーナ
でなけれ ばな らない,そ うす るとき,ニ ールは 《退屈》 しないであ ろ うし,
タチヤ ーナは再生の喜びを見いだす,こ れが彼女 の論理であ る。
だが,タ チヤーナの よ うな,《お とな しい》,精神的 に半ば死 んだ人 たちを
甦え らせ,救 い出す ことので きるのは,こ の人たちを生活 に直面 させ,生 活
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そのものがその激 しい渦巻きの中で彼 らを鍛え上げ,彼 らの魂の中に生命の
力を沸きたたす ときのみである。もちろん,そ の場合でも,彼 らの中に甦え
り得 る何かがせめて一滴な りと残っているか ぎりにおいてではあるが。た と
えニールのもとに 《思いや り》が温れるほど存在 して,彼 が 《憐欄》ゆえに
タチヤーナの求愛に応 じた としても,人 間を卑 しめる 《憐欄》は彼女を救 う
ことにはな り得ない。それは彼女の寄生虫的本性をいっそ う助長 し,その甘
やかされた利己主義に よって世界を汚 させるであろ うし,ニ ール 自身はたえ
まない彼女の哀訴に よって神経を引き裂かれつつ,自 分の手足に枷をはめる
結果を待つだけであろ う。彼女に対 しては別の態度が必要である その精
神的退廃の根源を厳 しく指摘 し,人 びとがもはや寄生虫の存在を許 しは しな
いことを納得 させる誠実な態度である。ただそれだけが,惰 性的に寄生虫的
生活に甘えた人たちの中に真の人間価値の感情を,誇 りを,誠 実な生活への
意欲を呼びさます端緒 とな り得るのである。
r小市民』の構想中にゴーリキイが書いた短編r高 慢になった作家につい
て』には,戯 曲におけるニールの台詞にひびき合 う誠実な言葉が語 られてい
る。
「……さらにあなたたちに言わな くてはな らない,あ なたたちはすでに不
幸であることをあま りにも愛 しておいでだ!私 は考えるのですが,あ なた
たちがそ うしているのは,あ なたたちに とっては互いに尊敬 と愛 とを喚び覚
ます ものがないとい う判断か らで しょう。だか らあなたたちは,自 分に対 し
て憐欄 と同情を喚び起 こすために,故 意に不幸になっているのです。 〈……〉
もしもあなたたちのもとに健康な,た くま しい生活愛があったなら!… …
だってあなたたちは生活を愛 していないではあ りませんか,生 活を怖れ,こ
っそ り泥棒のように,生 活の細片をちぎり取っているではあ りませんか!
哀れな乞食たちよ!あ なたたちの頭上に,神 よ,も っと多 くの不幸をもた
らすがいい,あ なたたちを動揺 させ るために。神 よ,数知れぬ不安を与えて
戯 曲r小 市民』 におけ る ドラマ トゥルギーの若 干の問題(松 本)(53)
く　　　
あれ,あ なたたちを甦 え らす ために!」
ここには,う わべだけの 《思いや り》,人 間を卑 しめ る 《憐欄》に くらべ
て,な ん と力つ よ く深 い,真 の人間愛が鳴 りひびいている ことか。
偽 りの人間愛 と真 の人間愛 それは ゴー リキ イの戯 曲第二作rど ん底 』
の中心的課題 と して設 定 され る。
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